
暮らしのＳＤＧｓ 学習会 

 

＜第 1９９回 暮らしのＳＤＧｓ学習会＞  

 
１，日時＝202４年６月１４日（金）13：30～15：30 

 

２，会場＝流山市生涯学習センター（３Ｆ）第３会議室 

     http://nagareyama-shougaigakushucenter.jp/access.html 

 

３，内容＝水の星に住む私たちと川の関わり 

     ・近世における重要かつ有意義であった水運もやがて陸上交通に 

      とってかわられていった。 

    ・戦後、都市部への産業や人口の集中、生活様式の変化などにより 

水の需要は飛躍的に増大していった。 
 

４，講師＝石垣 幸子 千葉県地球温暖化防止活動推進員（ＯＢＮ会員） 

 

５、定員＝1８名（定員に達した場合は締切ります）。 

  今回も ZOOM 発信はありません。 

 

６，申込＝筒井 義憲（Tel：090-3130-5541） 

     Ｅ―Mail  tsutsu_1213_yoshi@yahoo.co.jp 

 

 
 

 

 

＜次回予定：２００回記念学習会＞ 

日時＝７月１９日（金）１５：００～１６：００  

会場＝スターツおおたかの森ホール・リハーサル室 

講師＝斎藤健経済産業大臣や平田仁子氏を招いて対談を予定しております 

＊申込方法等の詳しい内容は、２００回記念として別途案内します 

主催 ： 暮らしのＳＤＧｓ学習会 

実施 ： 温暖化防止ながれやま（略称ＯＢＮ） 

 

太古の昔から私たち人間は川を離れての生活はできなかった。 

川の水は飲料水や農業用水、工業用水、発電用水、都市用水（冷房、消火、清掃な

ど）など多くの使途を持っている。 

人類は川をいかにうまく統御して、どのように利用するかを考え努力してきた。 

 

 

 

http://nagareyama-shougaigakushucenter.jp/access.html

